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オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
同
様
四
年
に

一
度
開
催
す
る
山
王
自
治
区
の

「
里
帰
り
運
動
会
」
（
実
行
委

員
長

日
隈
通
典
）
が
、
八
月

十
四
日
塚
脇
小

学
校
体
育
館
で

盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

昭
和
六
十
二

年
に
始
め
た
こ

の
取
り
組
み
は

帰
省
さ
れ
る
方

々
と
の
ふ
れ
あ

い
の
場
を
つ
く

り
、
老
若
男
女

が

一

堂
に

会

し
、
運
動
会
と

い
う
ス
ポ
ー
ツ

行
事
を
通
じ
て

地
域
の
人
た
ち
の
親
睦
と
融
和

を
図
り
、
以
っ
て
地
域
の
振
興

・
発
展
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

し
た
も
の
で
、
今
年
で
四
回
目

を
迎
え
ま
し
た
。

当
日
は
、
児
童
か
ら
老
人
ま

で
一
緒
に
な
っ
て
い
い
汗
を
流

し
、
和
気
あ
い
あ
い
の
も
と
楽

し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

な
お
、
山
王
自
治
区
で
は
、

秋
に
自
分
た
ち
で
作
っ
た
作
品

を
展
示
す
る
文
化
祭
を
行
っ
て

い
る
ほ
か
、
毘
沙
門
天
祭
と
弘

法
祭
を
各
、
年
二
回
、
薬
師
祭

を
毎
月
一
回
開
催
し
、
無
病
息

災
を
祈
願
す
る
と
と
も
に
地
域

の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
す
る
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

メ
ル
ヘ
ン
し
ゃ
ぼ
ん
工
房

（
代
表

長
尾

幸
之
助
）
は
、

平
成
三
年
か
ら
玖
珠
川
の
水
と

生
物
を
守
る
た
め
、
家
庭
か
ら

の
食
廃
油
の
回
収
と
、
食
廃
油

を
原
料
と
し
た
石
け
ん
の
製
造

活
動
を
し
て
い
ま
す
。

川
の
汚
染
は
、
か
つ
て
工
場

排
水
が
大
き
な
要
因

と
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
現
在
は
家
庭
か

ら
の
生
活
排
水
が
よ

り
大
き
な
要
因
と
な

っ
て
い
ま
す
。

生
活
排
水
の
中
で

は
、
台
所
か
ら
の
排

水
が
最
も
川
の
汚
染

に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
も
、

天
ぷ
ら
油
の
汚
染
度

は
酷
く
、
一
滴
を
流

す
と
、
魚
が
住
め
る

水
質
に
も
ど
す
た
め

に
は
、
風
呂
一
杯
分

の
水
で
薄
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

家
庭
で
使
用
し
た
食
用
油
の

回
収
容
器
を
く
す
ふ
れ
あ
い
ホ

ー
ル
に
置
い
て
い
ま
す
の
で
、

環
境
を
守
る
た
め
の
リ
サ
イ
ク

ル
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

くすふれ愛だより９月号
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「メルヘンしゃぼん工房」で製造された「体

と環境にやさしいせっけん」。この活動とせ

っけんを広く皆さんに知っていただくため、

くすふれあいホールで販売を始めました。

漂白剤などの添加剤を一切使っていない手

作りせっけんをぜひお試しください。

固形石鹸（２個入り） １５０円

玄関ホールに見本を置

いていますので、購入希

望の方は、事務室まで声

をかけてください。

メ
ル
ヘ
ン
し
ゃ
ぼ

ん
工
房
で
は
、
一
緒

に
活
動
し
て
下
さ
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ

ッ
フ
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

見
学
も
大
歓
迎
！

帆
足
五
月
町
の
教

育
委
員
会
跡
地
プ

レ
ハ
ブ
で
第
２
・

第
４
火
曜
日
の
午

前
中
に
活
動
。

環
境
を
守
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

メ
ル
ヘ
ン
し
ゃ
ぼ
ん
工
房

スタッフ募集！

４年に１度の「山王里帰り運動会」

が開催されました

山王自治区

塚脇小体育館で行われた、山王里帰り運動会のようす


